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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明装置のための安全保護装置であって、
　前記照明装置は、照明ユニットのアレイを含み、それぞれの照明ユニットは個別にアド
レス可能なＬＥＤであり、
　前記安全保護装置は、
　　少なくとも一つの特定の駆動設定を用いた前記照明装置の駆動に関する電気的パラメ
ータの値を測定するための測定ユニットであり、前記電気的パラメータは前記照明装置の
コンフィグレーションを設定するデータ信号であり、前記データ信号は、ビット／バイト
のシーケンスを有し、かつ、前記照明装置のそれぞれの前記ＬＥＤを通過するように構成
されている、測定ユニットと、
　　前記照明装置の前記少なくとも一つの特定の駆動設定に基づいて、前記データ信号の
期待値を見積るための見積り装置と、
　　システム故障を検出するために、測定された値（ｄａｔａｒｅｔｕｒｎ）を見積りさ
れた値と比較し、そして、システム故障が検出された場合に、安全信号を提供するための
解析装置と、
　を含む、
　安全保護装置。
【請求項２】
　前記照明装置は、異なる出力を提供するように構成可能であり、かつ、
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　前記駆動設定は、前記照明装置のコンフィグレーションを含む、
　請求項１に記載の安全保護装置。
【請求項３】
　前記解析装置は、前記安全信号に基づいて、シャットダウンを提供するためのものであ
る、
　請求項１に記載の安全保護装置。
【請求項４】
　前記電気的パラメータは、
　　前記照明装置に対して供給される電流、
　　前記照明装置に対する供給電圧、および、
　　前記照明装置の前記コンフィグレーションに依存する抵抗、
　のうち一つまたはそれ以上を含む、
　請求項１に記載の安全保護装置。
【請求項５】
　ウェアラブル照明装置のための、
　請求項１に記載の安全保護装置。
【請求項６】
　複数のＬＥＤを含む照明装置であり、異なる輝度の設定に対して、及び／又は、動作化
されるＬＥＤの異なる数量を用いて、駆動されるように構成可能である、照明装置と、
　請求項１に記載の安全保護装置と、
　を含む、ウェアラブル照明装置。
【請求項７】
　複数のＬＥＤを含む照明装置のシステム故障を検出する方法であって、
　それぞれのＬＥＤは個別にアドレス可能なＬＥＤであり、
　前記方法は、
　　少なくとも一つの特定の駆動設定を用いた前記照明装置の駆動に関する電気的パラメ
ータの値を測定するステップであり、前記電気的パラメータは前記照明装置のコンフィグ
レーションを設定するデータ信号であり、前記データ信号は、ビット／バイトのシーケン
スを有し、かつ、前記照明装置のそれぞれの前記ＬＥＤを通過するように構成されている
、ステップと、
　　前記照明装置の前記少なくとも一つの特定の駆動設定に基づいて、前記データ信号の
期待値を見積るステップと、
　　システム故障を検出するために、測定された値（ｄａｔａｒｅｔｕｒｎ）を見積りさ
れた値と比較するステップと、
　　システム故障が検出された場合に安全信号を提供するステップ、
　を含む、方法。
【請求項８】
　前記照明装置は、異なる出力を提供するように構成可能であり、かつ、
　前記駆動設定は、前記照明装置のコンフィグレーションを含む、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記方法は、
　安全警告信号に基づいて、シャットダウンを提供するステップ、
　を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記電気的パラメータは、
　　前記照明装置に対して供給される電流、
　　前記照明装置に対する供給電圧、および、
　　前記照明装置の前記コンフィグレーションに依存する抵抗、
　のうち一つまたはそれ以上を含む、
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　請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　ウェアラブル照明装置のシステム故障を検出するための、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記システム故障は、短絡を含む、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記データ信号は、それぞれのＬＥＤにおいて再建され、
　それぞれのＬＥＤにおいては、前記データ信号の一部が処理され、残りの部分は、前記
照明装置における後続のＬＥＤに対して渡される、
　請求項１に記載の安全保護装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置に関する。そして、特定的には、照明装置のための安全保護装置に
関する。例えば、短絡の場合に切断（ｃｕｔ－ｏｆｆ）を提供するためのものである。
【背景技術】
【０００２】
　安全システムを確実にするために、大部分の電気機器（ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ｅｑｕ
ｉｐｍｅｎｔ）は電気フューズを備えている。電線が偶発的に短絡したときは、高電流が
局所的に流れることになる。これは、電気フューズによって防ぐことができる。電流が、
通常使用の最中に期待されるものよりも大きくなったときに、システムをシャットダウン
することによるものである。
【０００３】
　電気フューズは、いくつかのタイプの照明システムに対して効果的ではない。例えば、
大きな有線ネットワークを形成するように接続された数多くの照明（ＬＥＤといったもの
）から構成される照明システムである。このタイプの照明システムの実施例は、ウェアラ
ブルな（ｗｅａｒａｂｌｅ）照明アプリケーション、または、照明を備える寝袋である。
【０００４】
　このタイプの照明システムが異なる安全システムを要する２つの理由が存在する。まず
最初に、電源オン（ＯＮ）の間の直列に接続された複数のＬＥＤの抵抗は低く、そして、
電線の内部抵抗に対してさえ同等であり得るものである。結果として、通常動作の最中の
全電流は、短絡の場合における全電流と同等であり得るので、短絡を検出することを難し
くしている。この理由のために、標準的なフューズは効果的な安全機能ではない。
【０００５】
　フューズが必ずしも効果的であるとは限らない第２の理由は、ＬＥＤが個別にコントロ
ールされているときに発生する。この場合、全体システムの抵抗は、電源オンされている
ＬＥＤの数量に強く依存している。従って、異なる方法で構成可能なシステムについては
、必要とされるフューズ電流を容易に設定することができない。
【０００６】
　たとえ通常動作では少ない数量のＬＥＤだけが電源オンされるとしても、全てのＬＥＤ
が短時間に電源オンされる普通でない場合を許容するため、いまだに大きなフューズが必
要とされる。このことは、システムを通じる電流を制限することを難しくしている。
【０００７】
　身体の近くに着用される電気照明回路には、安全リスクが存在し得る。例えば、電線ま
たはＬＥＤが故障したときに、電力消費が局所的に増加し得る。このことは、局所的なホ
ットスポットを結果として生じ得るものであり、皮膚を損傷し、もしくは、繊維衣料の発
火さえも生じ得る。
【発明の概要】
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【０００８】
　本発明は、請求項によって定められる。
【０００９】
　本発明に従って、照明装置のための安全保護装置が提供される。本安全保護装置は、
　少なくとも一つの特定の駆動設定を用いた照明装置の駆動に関する電気的パラメータを
測定するための測定ユニットと、
　照明装置の少なくとも一つの特定の駆動設定に基づいて、電気的パラメータの期待値を
見積るための見積り装置と、
　システム故障を検出するために測定された値を見積りされた値と比較し、そして、シス
テム故障が検出された場合に安全信号を提供するための解析装置と、を含み、
　少なくとも一つの特定の駆動設定のうち一つは、照明装置のオフ状態である。
【００１０】
　この装置により、電気的パラメータ（または、電気的パラメータのセット）を測定し、
そして、フューズ機能を駆動するための期待値と比較することができる。特定の駆動設定
は、ＬＥＤの通常使用を含んでよいが、他の駆動設定が使用されてよい。より信頼性のあ
る指示結果を与えるものである。例えば、駆動設定は、より容易に短絡が検出され得るよ
うに、オフ状態におけるよりずっと大きな抵抗を有するＬＥＤとして電源オフされた（ｔ
ｕｒｎｅｄ　ｏｆｆ）ＬＥＤを含んでよい。ＬＥＤは、例えば、駆動電圧を低下させるこ
とによって消灯されてよい。
【００１１】
　ＬＥＤの輝度は、可能性のある故障を測定する前に一時的に低減されてよい。この輝度
の低減は、駆動電圧を低下させることによって達成されてよい。
【００１２】
　照明装置は、異なる出力を提供するように構成可能であってよく、そして、駆動設定は
、次に、照明装置のコンフィグレーションを含んでよい。この場合、装置は、期待される
電気的パラメータを引き出すために照明装置のコンフィグレーションを考慮に入れてよい
。期待される電気的パラメータは、安全警告システムを実施するために、モニタされた値
と比較され得る。照明装置は構成可能なので、測定された（および、見積りされた）信号
は、時間にわたり大きく変動し得る。従って、測定、見積り、および解析は、望ましくは
リアルタイムに実行される。
【００１３】
　このアプローチは、ＬＥＤに係る特定のコンフィグレーションの形式における駆動設定
を使用する。構成可能なシステムにおいて、ＬＥＤは、また、駆動電圧を操作することに
よるよりむしろ、データケーブルを使用しても消灯され得る。
【００１４】
　解析装置は、安全警告信号に基づいて、シャットダウンを提供するためのものであって
よい。この場合に、安全信号は、出力として存在しないが、システムシャットダウンを引
き起こすために使用される。
【００１５】
　一つの実施例において、電気的パラメータは、照明装置に対して供給される電流を含ん
でよい。この電流は、電源オンされる照明ユニットの数量、同様に輝度設定、に応じて変
動する。
【００１６】
　別の実施例において、電気的パラメータは、照明装置に対する提供電圧を含んでよい。
照明回路における電圧も、また、電源オンされる照明ユニットの数量、同様に輝度設定、
に応じて変動する。
【００１７】
　別の実施例において、電気的パラメータは、照明装置のコンフィグレーションを設定す
るデータ信号を含んでよい。データ信号が処理されるやり方は、照明システムが正しく機
能しているか否かの指標を提供し得るものである。



(5) JP 6182281 B2 2017.8.16

10

20

30

40

50

【００１８】
　別の実施例において、電気的パラメータは、照明装置のコンフィグレーションに依存す
る抵抗を含んでよい。抵抗を測定することによって、照明システムが、期待値に対応して
いる抵抗を有するかが決定され得る。
【００１９】
　システムは、従って、４つのステップを実施する。第１に、一つまたはそれ以上の信号
が測定される。照明装置を通過する電流、照明装置にわたる電圧降下、およびシステムを
駆動するデータ信号、といったものである。第２に、（全てのコンポーネントの抵抗およ
び駆動電圧のような）システムの特性およびシステムの期待される振る舞い（電源オンさ
れる機能コンポーネント）を考慮に入れた計算によって、信号が見積りされる。第３に、
測定された値が見積りされた値と比較される。不一致が存在するとき（許容誤差を考慮に
入れたとしても）、システムは、故障を検出し、そして、最後のステップをトリガーする
。最後のステップは、警告を提供すること、または、自動的にシステムを電源オフするこ
とのいずれかである。
【００２０】
　見積り装置は、電気的パラメータの期待値を見積りするために、駆動電圧レベルと照明
装置コンポーネントの抵抗を考慮に入れてよい。
【００２１】
　上述のように、安全保護システムは、複数のＬＥＤの形式においてウェアラブル照明装
置に適用され得るものである。複数のＬＥＤは、異なる輝度の設定に対して、及び／又は
、動作化されるＬＥＤの異なる数量を用いて、駆動されるように構成可能である。
【００２２】
　本発明は、また、複数のＬＥＤを含む照明装置のシステム故障を検出する方法を提供す
る。本方法は、
　少なくとも一つの特定の駆動設定を用いた照明装置の駆動に関する電気的パラメータを
決定するステップと、
　照明装置の少なくとも一つの特定の駆動設定に基づいて、電気的パラメータの期待値を
見積るステップと、
　全て又は選択されたＬＥＤをスイッチオフした後で、システム故障を検出するために測
定された値を見積りされた値と比較するステップと、
　システム故障が検出された場合に安全信号を提供するステップ、を含む。
【００２３】
　シャットダウンは、安全信号に基づいて、提供されてよい。
　電気的パラメータは、
　照明装置に対して供給される電流、
　照明装置に対する供給電圧、
　照明装置のコンフィグレーションを設定するデータ信号、および、
　照明装置のコンフィグレーションに依存する抵抗、のうち一つまたはそれ以上を含んで
よい。
【００２４】
　検出されるべきシステム故障は、短絡を含んでよい。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
　本発明の実施例が、添付の図面を参照して、これから詳細に説明される。
【図１】図１は、照明システムの第１実施例を示している。
【図２】図２は、図１のシステムにおいて使用されるデータの例を示している。
【図３】図３は、照明システムの第２実施例を示している。
【図４】図４は、安全信号またはシャットダウン機能を提供する方法を示している。
【図５】図５は、図４の方法を実施するように図１のシステムを変更するやり方の一つの
実施例を示している。
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【図６】図６は、ウェアラブル照明装置を組み込んでいる衣服の一つのアイテムを示して
いる。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明は、照明装置のための安全保護装置を提供する。電気的パラメータが測定され（
特定の駆動設定を用いて照明装置を駆動するもの）、そして、電気的パラメータの見積り
された期待値と比較される。システム故障が検出された場合に、安全警告信号またはシャ
ットダウンが提供され得るようにである。照明装置は、異なる出力を提供するように構成
されてよく、そして、ドライバ設定は、次に、特定のコンフィグレーションに対して応答
することができる。
【００２７】
　図１は、コントローラ１０と照明装置１２を含んでいる照明システムを示している。
【００２８】
　照明装置１２は、ＬＥＤ１４といった、照明ユニットのアレイを含んでいる。実施例に
示されるように、ＬＥＤは、コントローラ１０によって提供される供給電圧Ｖｓｏｕｒｃ

ｅとグラウンドとの間に並列に接続されている。
【００２９】
　ラダー（ｌａｄｄｅｒ）の端（ノード１６）における電圧は、フィードバック信号とし
てコントローラ１０に対して提供され、そして、リターン電圧Ｖｒｅｔｕｒｎを定める。
【００３０】
　この実施例において、ＬＥＤ１４は、データライン１８によってコントロールされてお
り、データラインに対してデータコントロール信号ｄａｔａｃｏｎｔｒｏｌがコントロー
ラによって提供されている。全てのＬＥＤを通過して、データコントロール信号は、信号
ｄａｔａｒｅｔｕｒｎとしてリターンされる。
【００３１】
　図１におけるブロック２０は、電線抵抗を表している。
【００３２】
　本発明は、照明装置１２の中の故障を検出するためのシステムを提供する。例えば、接
続２２として示されるような短絡の存在を検出するためである。
【００３３】
　個別にアドレス可能なＬＥＤから受け取った典型的なデータ信号が、図２においてプロ
ットされている。データ信号Ｄａｔａｓｅｎｄが、ＬＥＤアレイに対して提供される。ビ
ット／バイト（ｂｉｔｓ／ｂｙｔｅｓ）のシーケンスを有しており、それぞれ一つが、Ｌ
ＥＤのうちそれぞれ一つに対するものである。それぞれのＬＥＤは、入ってくるデータ信
号の所定の部分（一つまたはそれ以上のビットを含んでいるもの）を使用し、そして、後
続のＬＥＤによる処理のために、その部分を取り除いたデータ信号を再建（ｒｅｇｅｎｅ
ｒａｔｅ）する。
【００３４】
　短絡（信号「Ｄａｔａｒｅｔｕｒｎ（ｓｈｏｒｔ）」）の場合には、データ信号が適切
に処理されず、かつ、データリターン信号が短絡のないシステムからのもの（信号「Ｄａ
ｔａｒｅｔｕｒｎ（ｎｏ　ｓｈｏｒｔ））とは異なっている。従って、このタイプの構成
可能なシステム（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｂｌｅ　ｓｙｓｔｅｍ）においては、データ信号が
処理される方法が、短絡の指標として使用され得る。
【００３５】
　コントローラ１０によって感知され得る種々の他の電気的パラメータが存在しており、
それらは、照明装置１２のコンフィグレーション及び/又は短絡の存在に依存している。
【００３６】
　例えば、図１の装置を参照する。
【００３７】
　リターン電圧Ｖｒｅｔｕｒｎは、ＬＥＤ１４のうちいくつが動作しているかに依存する
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。電源オンのときに、ＬＥＤには電流が流れ、直列抵抗を通じて流れる電流に影響し、そ
れにより、ノード１６における電圧を変化させる。
【００３８】
　ラインＶｓｏｕｒｃｅからの電流は、電流が流れているＬＥＤの数量に応じて変動する
。
【００３９】
　データ信号Ｄａｔａｓｅｎｄ及び/又はリターンされたデータ信号Ｄａｔａｒｅｔｕｒ

ｎは、照明コンフィグレーションを決定するために使用され得る。
【００４０】
　Ｖｓｏｕｒｃｅとグラウンドとの間におけるネットワークの抵抗も、また、照明装置の
コンフィグレーションに依存している。
【００４１】
　このことは、為され得る種々の異なる測定を提供し、測定は照明装置のコンフィグレー
ションに応じて変動する。従って、照明装置の既知のコンフィグレーションに基づいて、
電気的パラメータの期待値（一つまたはそれ以上の値であってよい）が引き出され得る。
【００４２】
　さらに、短絡の場合に変動するように、いくつか又は全ての測定が選択される。
【００４３】
　誤った安全メッセージまたは不必要なシャットオフ（ｓｈｕｔ　ｏｆｆ）オペレーショ
ンの機会を低減するように、許容誤差（ｍａｒｇｉｎ　ｏｆ　ｅｒｒｏｒ）が適用され得
る。この許容誤差は、システムモデルに基づいて決定され得るか、または、単にパラメー
タの期待値の拡大縮小であってよい。例えば、期待される電流が１Ａであり、そして、よ
り大きな電流が故障を指示する場合には、測定された電流との比較のために使用される値
は２０％大きいものであってよい。つまり、１．２Ａである。同じロジックが、他の可能
なパラメータに対して適用され、そして、許容誤差を使用して増加または減少されてよい
。例えば、照明装置の抵抗は、短絡の場合に減少することが期待されている。比較のため
に使用される値を生成するために、抵抗の期待値が許容誤差によって減少され得るように
である。異なる許容誤差（例えば、１０％、２０％、３０％、または、５０％さえ）は、
見積りがどれだけ正確であることが期待されているか、または、システム故障のタイプ（
例えば、短絡）が期待される場合にどれだけの大きさの変動が期待されるか、に応じて適
切であり得る。
【００４４】
　上述のように、少なくともいくつかの測定は、短絡の場合に変動し、同様に、照明装置
のコンフィグレーションに依存する。例えば、図１に示される短絡２２に対するものであ
る。
【００４５】
　グラウンド接続が存在するので、リターン電圧Ｖｒｅｔｕｒｎは、より小さい。
【００４６】
　ラインＶｓｏｕｒｃｅからの電流は、グラウンドに対する短絡のせいで、より大きい。
【００４７】
　リターンされたデータ信号ｄａｔａｒｅｔｕｒｎは、短絡のない事例と比較して異なっ
ている。より少ないビットを含んでいるか、または、全くビットを含まない、といったも
のである。
【００４８】
　Ｖｓｏｕｒｃｅとグラウンドとの間におけるネットワークの抵抗は、短絡によって低減
される。
【００４９】
　構成可能な照明装置（つまり、個々の照明ユニットまたは照明ユニットのグループにつ
いてアクティブコントロールを有する照明システム）に基づく実施に対して、これらのパ
ラメータの一つまたはそれ以上が測定され、そして、それらが照明装置のコンフィグレー
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ションを考慮に入れた期待値を満たすかが決定され得る。
【００５０】
　本発明は、代わりに、図３に示されるように、データ入力の無い、パッシブ（ｐａｓｓ
ｉｖｅ）システムに対して適用され得る。この場合に、供給電圧、リターン電圧、および
グラウンド電圧は、電源に対して、または、グラウンドに戻る電流と同様に、測定パラメ
ータとして利用可能である。
【００５１】
　この場合に、照明システムのコンフィグレーションは、通常使用において静的なままで
ある。しかしながら、駆動設定が他のやり方において変動してよく、フューズ検出機能が
より信頼性よく実施されるようにすることができる。
【００５２】
　例えば、全てのＬＥＤ，または、ＬＥＤの何分の一かは、供給電圧Ｖｓｏｕｒｃｅを通
常動作電圧より下に低下させることによって電源オフされ得る。電源接続間（Ｖｓｏｕｒ

ｃｅとグラウンド）の抵抗が、次に、測定され得る。代替的に、全てのＬＥＤ，または、
ＬＥＤの何分の一かは、供給電圧を低下させることによって再び電源オフされ、そして、
電源からの電流が測定され得る。
【００５３】
　オフ（ＯＦＦ）状態においてＬＥＤは高い抵抗を有しているので、電線間でのあらゆる
短絡を検出することが可能である。短絡は、低い電気抵抗の振る舞いを有するからである
。このプロシージャは、非常に短い時間スケールで定期的に実行され得るものであって、
人間の眼には見えない。
【００５４】
　所定のＬＥＤを電源オフさせるコンセプトも、また、図１の構成可能なシステムに対し
て適用可能である。しかし、供給電圧を操作することに代えてデータラインを使用するも
のである。従って、ユーザ選択のコンフィグレーションに依存するよりむしろ、システム
は、安全テストの目的のために自身のコンフィグレーションを押し付け（ｉｍｐｏｓｅ）
てよい。
【００５５】
　図４は、実行される方法のフローチャートを示している。
【００５６】
　ステップ３０は、特定の駆動設定を用いる照明装置について、上述の電気的パラメータ
の一つまたはそれ以上を決定することを含んでいる。
【００５７】
　この決定するステップは、測定するステップを含んでよい。例えば、ユーザによって設
定された際に、優先する駆動コンフィグレーションが測定され得るようにである。代替的
に、決定することは、適用される駆動電圧といった、安全テストの目的のために適用され
る設定に基づいてよい。
【００５８】
　従って、これらの駆動設定は、データライン（ユーザ選択またはシステムによる押し付
けのいずれか）によって特定されるように照明コンフィグレーションに関連してよい。も
しくは、パッシブシステムに対して適用されるべき駆動電圧に関連してよい。アクティブ
照明システムの特定コンフィグレーションの場合に、このことはコントローラによって知
られている。照明装置をコンフィグレーションの中に設定するために使用されるからであ
る。特定の駆動電圧の場合に、これは、また、コントローラによっても設定される。
【００５９】
　ステップ３２は、上述の電気的パラメータの一つまたはそれ以上を見積ることを含んで
いる。適用される特定の駆動設定を照明装置が有することを仮定することによるものであ
る。
【００６０】
　ステップ３４は、測定されたパラメータと見積りされたパラメータを比較することを含
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んでいる。
【００６１】
　ステップ３６は、故障が検出された場合に、警告を提供すること、または、システムを
シャットダウンすること、を含んでいる。
【００６２】
　第１実施例は、可変フューズ（ｖａｒｉａｂｌｅ　ｆｕｓｅ）として機能する。この場
合に、電源からの電流は、照明装置コンフィグレーション（特には、いくつのＬＥＤが電
源オンされているか）および全てのコンポーネントと電線の抵抗といった、駆動設定を考
慮に入れることによって見積りされる値までに制限される。見積りされる電流は、ダイナ
ミック照明システムについて時間にわたり変動し、そして、フューズ電流（最大電流）も
、また、時間にわたり変動する。
【００６３】
　電流は、Ｖｓｏｕｒｃｅピンから外へ流れる電流に基づいて測定され得る。例えば、直
列な抵抗にかかる電圧をＶｓｏｕｒｃｅ出力を用いてモニタリングすることによるもので
ある。
【００６４】
　第２実施例は、電圧供給電線にわたる電圧降下の測定に基づくものである。測定された
値と見積りされた値を比較することによって、短絡は容易に検出され得る。
【００６５】
　第３実施例は、リターンされたデータ信号を測定すること、そして、見積りされた値と
比較することに基づくものである。ＬＥＤパッケージにおける故障は、上述のように、Ｌ
ＥＤを通過するデータ信号に影響し得る。
【００６６】
　第４実施例は、全てのＬＥＤまたはデータ信号を使用するＬＥＤの小部分（ｆｒａｃｔ
ｉｏｎ）を電源オフすること、および、電力接続（Ｖｓｏｕｒｃｅとグラウンド）間の抵
抗を測定することに基づくものである。代替的に、ＬＥＤの全てまたは小部分が電源オフ
され、かつ、電源からの電流が測定され得る。
【００６７】
　第５実施例は、供給電圧をコントロールすることによって、全てのＬＥＤまたはＬＥＤ
の小部分を電源オフすること、および、電力接続（Ｖｓｏｕｒｃｅとグラウンド）間の抵
抗または電源からの電流を再び測定することに基づくものである。
【００６８】
　図５は、上述のアプローチを実施するために、コントローラ１０がどのように変更され
得るかを示している。
【００６９】
　第１測定装置は、リターンラインＶｒｅｔｕｒｎとグラウンドとの間に電圧測定ユニッ
ト４０を含んでいる。
【００７０】
　第２測定装置は、供給ラインＶｓｏｕｒｃｅと直列な直列抵抗４４にかかる（ａｃｒｏ
ｓｓ）電圧測定ユニット４２を含んでいる。
【００７１】
　第３測定装置は、供給ラインＶｓｏｕｒｃｅ（電源電圧が切断されている）に対して電
流を注入するための電流源４６、および、結果として生じる電圧を測定するための電圧測
定ユニット４８を含んでおり、そこから抵抗が引き出され得る。
【００７２】
　第４測定装置は、（グラウンドに関して）リターンされたデータ信号を測定する電圧測
定ユニット５０を含んでいる。
【００７３】
　図５は、また、供給電圧Ｖｓｏｕｒｃｅとして選択的な電圧レベルを適用する可変電圧
源も示している。可変電圧設定は、測定値として機能する（測定される必要はないが、適
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用される設定から知られ得るもの）。測定値は、再び、ＬＥＤが駆動されるやり方を表示
するものである。
【００７４】
　上述した４つの測定が存在する（電圧源に対して適用される電圧設定を加えて）。これ
らのうちあらゆる一つが使用されてよく、さもなければ、よりロバストな（ｒｏｂｕｓｔ
）故障診断を提供するように２つまたはそれ以上が組み合わされてよい。例えば、電流と
電圧がモニタされてよく、または、電流と抵抗であり、もしくは、電圧と抵抗である。従
って、「電気的パラメータ」は、一つまたはそれ以上の値を含んでよく、例えば、一式の
パラメータに係るベクトルであってよい。
【００７５】
　本発明は、身体の近くに着用される照明回路について特に興味がある。照明回路は、フ
ァッションといった、美的目的のためのものであってよく、しかし、または、照明回路は
、鎮痛照明パッチ（ｐａｉｎ　ｒｅｌｉｅｆ　ｌｉｇｈｔ　ｐａｔｃｈ）といった医療光
線治療プロダクト、および、乾癬、にきび、または黄疸を治療するためのデバイスのため
のものであってよい。
【００７６】
　図６は、ウェアラブル照明装置６２を組み込んでいる衣服６０の一つのアイテムを示し
ている。
【００７７】
　ＬＥＤに係る可能なネットワークが一つだけ示されてきた。ＬＥＤは、代わりに、連続
してよく、または、一式の並列ＬＥＤストリング（ｓｔｒｉｎｇ）として配置されてよい
。それぞれのストリングは一式の直列ＬＥＤを有しているものである。ＬＥＤの代わりに
、他の照明ユニットが使用されてよい。
【００７８】
　見積りするステップは、電気的パラメータ（一つまたはそれ以上の値であってよい）に
ついて期待される値を決定するように、解析的であり、そして、照明回路のモデリングに
基づいてよく、さもなければ、較正ステージを含んでよい。較正ステージの最中に、回路
は、電気的パラメータの通常動作特性を引き出すように最初にテストされる。
【００７９】
　上記の説明から明らかなように、テストされるパラメータは静的であってよく、そして
、ＬＥＤ装置の適切な駆動によって定期的にテストされてよい。これは、ユーザにとって
知覚されない短い期間に対するものであってよく、そして、例えば、数秒または数分毎に
、繰り返して実行されてよい。モニタされるべき電気的パラメータとして抵抗を測定する
ときに、ＬＥＤは、定期的にスイッチオフされ得る。さもなければ、抵抗を測定するため
に一時的に輝度が低減されてよい。
【００８０】
　代替的に、パラメータは、ユーザ設定が中断されることを許さないアクティブシステム
についてダイナミックにテストされ得る。閾値は、そうして、あらゆる特定の時間におい
てユーザ設定と一致するように、進展する。
【００８１】
　本発明はコントローラを使用し、そして、見積りと解析に係る２つの別個の機能が説明
されている。コントローラは、必要とされる種々の機能を実行するために、ソフトウェア
及び/又はハードウェアを用いて、数多くのやり方で実施され得るものである。プロセッ
サは、必要とされる機能を実行するためにソフトウェア（例えば。マイクロコード）を使
用してプログラムされ得る一つまたはそれ以上のマイクロプロセッサを使用するコントロ
ーラに係る一つの実施例に過ぎない。コントローラは、しかしながら、プロセッサを使用
しても、または、使用しなくても実施され得るものであり、そして、また、いくつかの機
能を実行するための専用ハードウェアと、他の機能を実行するためのプロセッサ（例えば
、一つまたはそれ以上のプログラムされたマイクロプロセッサおよび関連する回路）との
組み合わせとして実施されてもよい。
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【００８２】
　本開示の種々の実施例において使用され得るコントローラコンポーネントの実施例は、
これらに限定されるわけではないが、従来のマイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、および、フィールドプログラム可能ゲートウェイ（ＦＰＧＡ）を含んでい
る。
【００８３】
　種々の実施において、プロセッサまたはコントローラは、揮発性と、ＲＡＭ、ＰＲＯＭ
、ＥＰＲＯＭ、およびＥＥＰＲＯＭといった不揮発性コンピュータメモリといった一つま
たはそれ以上のストレージ媒体と関連付けられてよい。ストレージ媒体は、一つまたはそ
れ以上のプロセッサ及び/又はコントローラ上で実行されるときに、要求される機能を実
行する一つまたはそれ以上のプログラムを用いてエンコードされてよい。種々のストレー
ジ媒体は、プロセッサまたはコントローラの中に固定されてよく、または、可搬性のもの
であってよい。そこに保管されている一つまたはそれ以上のプログラムが、プロセッサま
たはコントローラの中にロードされ得るようにである。
【００８４】
　図面、明細書、および添付の請求項を研究すれば、クレームされた本発明の実施におい
て、開示された実施例に対する他の変形が、当業者によって理解され、もたらされ得る。
請求項において、用語「含む（“ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ“」は、他のエレメントまたはス
テップの存在を排除するものではなく、不定冠詞「一つの（”ａ“または”ａｎ“）」は
、複数を排除するものではない。特定の手段が、お互いに異なる従属請求項の中で引用さ
れているという事実だけでは、これらの手段の組合せが有利に使用され得ないことを示す
ものではない。請求項におけるいかなる参照番号も、発明の範囲を限定するものと解釈さ
れるべきではない。

【図１】

【図２】

【図３】
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